
様式第二号の九（第八条の四の六関係）
（第１面）

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 7 年 5 月 25 日

神戸市長　宛

提出者
　住　所

　氏　名　（法人にあっては名称及び代表者氏名）

　電話番号

6 年度の
産業廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画における目標値

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

　　※事務処理欄

（日本工業規格　Ａ列４番）

〒651-2124
神戸市西区伊川谷町潤和８２４－１

雪印メグミルク株式会社神戸工場
工場長　関野　信昭

078-912-2121

0

138

137

138

16

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う
産業廃棄物の量

優良認定処理業者への
処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

認定熱回収業者への
処理委託量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

0

0

3,110

0

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

排　　　　出　　　　量 全 処 理 委 託 量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

3,248

項目 項目目標値 目標値

69J0501016 雪印メグミルク株式会社神戸工場

神戸市西区伊川谷町潤和８２４－１

(0913) 処理牛乳･乳飲料製造業、(1011) 清涼飲料製造業

2024年4月1日から2025年3月31日

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

事 業 の 種 類

産業廃棄物処理計画における
計 画 期 間



　（産業廃棄物の種類 ： ）  事業者コード： 地域コード：

 （事業者コード(28Jで始まる全10桁コード)が不明の場合、事業所名称を記入ください。）

→
② ⑧ ⑫

（単位：ｔ） →
①

→
③

⑨

↑ ⑬
→ →

④ ⑥
↓

→
⑤ ⑦

⑭
→ →

→ ⑩
自社処理を行わずに直接委託処理した量（⑯＋⑰） ↓

<参考> →

→ ⑯ → ⑱
⑪ ⑮

↓ ↓

⑳
→ ⑰ ⑲

0

⑩のうち
熱回収認定業者への

処理委託量

117

直接及び
自ら中間処理した後の

処理委託量

④のうち熱回収
を行った量

0

自ら
中間処理した量

3,332

自ら中間処理した
後の残さ量

117

0

0.07

3,215

0

117

117
直接委託

中間処理後の残さ量

⑩のうち
再生利用業者への

処理委託量

直接
中間処理委託量

0.07

⑩のうち
最終処分した量

0

直接
最終処分委託量

0 委託中間処理後の再生利用量（⑱-⑲）：

直接委託中間処理後
の最終処分量

0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

⑩のうち
熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

3,332

 ⑬ 熱回収認定業者への
   処理委託量

 ②＋⑧ 自ら再生利用
   を行った量

3,215

 ⑫ 再生利用業者への
   処理委託量

 ⑪ 優良認定処理業者への処
理委託量

 ⑩ 全処理委託量

 ③＋⑨ 自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

 ⑦ 自ら中間処理により
   減量した量

 ⑤ 自ら熱回収を行った量
自ら中間処理

により減量した量

0.34
117

0

自ら直接
再生利用した量

計画の実施状況

不要物等発生量

有 償 物 量

排出量

0200 汚泥 69J050 1016 11（神戸）

 ⑭ 熱回収認定業者以外の熱
回収を行う業者への処理委託
量

3,332

自ら中間処理した後
再生利用した量

0

0

0

0

117

⑩のうち
優良認定処理業者へ

の

処理委託量

117

項目 実績値

 ① 排出量 （
第

２
面

）



　（産業廃棄物の種類 ： ）  事業者コード： 地域コード：

 （事業者コード(28Jで始まる全10桁コード)が不明の場合、事業所名称を記入ください。）

→
② ⑧ ⑫

（単位：ｔ） →
①

→
③

⑨

↑ ⑬
→ →

④ ⑥
↓

→
⑤ ⑦

⑭
→ →

→ ⑩
自社処理を行わずに直接委託処理した量（⑯＋⑰） ↓

<参考> →

→ ⑯ → ⑱
⑪ ⑮

↓ ↓

⑳
→ ⑰ ⑲

計画の実施状況 1000 動植物性残渣 11（神戸）

有 償 物 量 ⑩のうち
再生利用業者への

処理委託量
自ら直接

再生利用した量
自ら中間処理した後

再生利用した量
不要物等発生量

0 0 6.4
排出量

69J050 1016

6.4
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
0 ⑩のうち

熱回収認定業者への
処理委託量0

項目 実績値

 ① 排出量 6.4
自ら

中間処理した量

 ⑤ 自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理

により減量した量

⑩のうち
熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

 ⑦ 自ら中間処理により
   減量した量

0
0 0 直接及び

自ら中間処理した後の
処理委託量

 ③＋⑨ 自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

0 0

0

 ②＋⑧ 自ら再生利用
   を行った量

0 0 0

自ら中間処理した
後の残さ量

6.4

 ⑩ 全処理委託量 6.4 6.4

 ⑪ 優良認定処理業者への処
理委託量

6.4
直接

中間処理委託量
直接委託

中間処理後の残さ量

⑩のうち
優良認定処理業者へ

の

処理委託量

0

⑩のうち
最終処分した量

委託中間処理後の再生利用量（⑱-⑲）： 3.5

 ⑫ 再生利用業者への
   処理委託量

6.4
6.4 3.5

 ⑬ 熱回収認定業者への
   処理委託量

 ⑭ 熱回収認定業者以外の熱
回収を行う業者への処理委託
量

0
直接

最終処分委託量
直接委託中間処理後

の最終処分量

0 0

0

（
第

２
面

）



　（産業廃棄物の種類 ： ）  事業者コード： 地域コード：

 （事業者コード(28Jで始まる全10桁コード)が不明の場合、事業所名称を記入ください。）

→
② ⑧ ⑫

（単位：ｔ） →
①

→
③

⑨

↑ ⑬
→ →

④ ⑥
↓

→
⑤ ⑦

⑭
→ →

→ ⑩
自社処理を行わずに直接委託処理した量（⑯＋⑰） ↓

<参考> →

→ ⑯ → ⑱
⑪ ⑮

↓ ↓

⑳
→ ⑰ ⑲

計画の実施状況 3100 廃電気機械器具 11（神戸）

有 償 物 量 ⑩のうち
再生利用業者への

処理委託量
自ら直接

再生利用した量
自ら中間処理した後

再生利用した量
不要物等発生量

0 0 0.10
排出量

69J050 1016

0.10
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
0 ⑩のうち

熱回収認定業者への
処理委託量0

項目 実績値

 ① 排出量 0.1
自ら

中間処理した量

 ⑤ 自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理

により減量した量

⑩のうち
熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

 ⑦ 自ら中間処理により
   減量した量

0
0 0 直接及び

自ら中間処理した後の
処理委託量

 ③＋⑨ 自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

0 0

0

 ②＋⑧ 自ら再生利用
   を行った量

0 0 0

自ら中間処理した
後の残さ量

0.10

 ⑩ 全処理委託量 0.1 0.10

 ⑪ 優良認定処理業者への処
理委託量

0.1
直接

中間処理委託量
直接委託

中間処理後の残さ量

⑩のうち
優良認定処理業者へ

の

処理委託量

0

⑩のうち
最終処分した量

委託中間処理後の再生利用量（⑱-⑲）： 0.10

 ⑫ 再生利用業者への
   処理委託量

0.1
0.10 0.10

 ⑬ 熱回収認定業者への
   処理委託量

 ⑭ 熱回収認定業者以外の熱
回収を行う業者への処理委託
量

0
直接

最終処分委託量
直接委託中間処理後

の最終処分量

0 0

0

（
第

２
面

）



　（産業廃棄物の種類 ： ）  事業者コード： 地域コード：

 （事業者コード(28Jで始まる全10桁コード)が不明の場合、事業所名称を記入ください。）

→
② ⑧ ⑫

（単位：ｔ） →
①

→
③

⑨

↑ ⑬
→ →

④ ⑥
↓

→
⑤ ⑦

⑭
→ →

→ ⑩
自社処理を行わずに直接委託処理した量（⑯＋⑰） ↓

<参考> →

→ ⑯ → ⑱
⑪ ⑮

↓ ↓

⑳
→ ⑰ ⑲

計画の実施状況 0600 廃プラスチック類 11（神戸）

有 償 物 量 ⑩のうち
再生利用業者への

処理委託量
自ら直接

再生利用した量
自ら中間処理した後

再生利用した量
不要物等発生量

0 0 13
排出量

69J050 1016

13
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
0 ⑩のうち

熱回収認定業者への
処理委託量0

項目 実績値

 ① 排出量 13
自ら

中間処理した量

 ⑤ 自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理

により減量した量

⑩のうち
熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

 ⑦ 自ら中間処理により
   減量した量

0
0 0 直接及び

自ら中間処理した後の
処理委託量

 ③＋⑨ 自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

0 0

0

 ②＋⑧ 自ら再生利用
   を行った量

0 0 0

自ら中間処理した
後の残さ量

13

 ⑩ 全処理委託量 13 13

 ⑪ 優良認定処理業者への処
理委託量

13
直接

中間処理委託量
直接委託

中間処理後の残さ量

⑩のうち
優良認定処理業者へ

の

処理委託量

0

⑩のうち
最終処分した量

委託中間処理後の再生利用量（⑱-⑲）： 13

 ⑫ 再生利用業者への
   処理委託量

13
13 13

 ⑬ 熱回収認定業者への
   処理委託量

 ⑭ 熱回収認定業者以外の熱
回収を行う業者への処理委託
量

0
直接

最終処分委託量
直接委託中間処理後

の最終処分量

0 0

0

（
第

２
面

）



　（産業廃棄物の種類 ： ）  事業者コード： 地域コード：

 （事業者コード(28Jで始まる全10桁コード)が不明の場合、事業所名称を記入ください。）

→
② ⑧ ⑫

（単位：ｔ） →
①

→
③

⑨

↑ ⑬
→ →

④ ⑥
↓

→
⑤ ⑦

⑭
→ →

→ ⑩
自社処理を行わずに直接委託処理した量（⑯＋⑰） ↓

<参考> →

→ ⑯ → ⑱
⑪ ⑮

↓ ↓

⑳
→ ⑰ ⑲

0

⑩のうち
最終処分した量

委託中間処理後の再生利用量（⑱-⑲）： 0.3

 ⑫ 再生利用業者への
   処理委託量

10
10 0.3

 ⑬ 熱回収認定業者への
   処理委託量

 ⑭ 熱回収認定業者以外の熱
回収を行う業者への処理委託
量

0
直接

最終処分委託量
直接委託中間処理後

の最終処分量

0 0

0 10

 ⑩ 全処理委託量 10 10

 ⑪ 優良認定処理業者への処
理委託量

10
直接

中間処理委託量
直接委託

中間処理後の残さ量

⑩のうち
優良認定処理業者へ

の

処理委託量

0

 ②＋⑧ 自ら再生利用
   を行った量

0 0 0

自ら中間処理した
後の残さ量

 ⑤ 自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理

により減量した量

⑩のうち
熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

 ⑦ 自ら中間処理により
   減量した量

0
0 0 直接及び

自ら中間処理した後の
処理委託量

 ③＋⑨ 自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

0 0

項目 実績値

 ① 排出量 10
自ら

中間処理した量

10
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
0 ⑩のうち

熱回収認定業者への
処理委託量0

計画の実施状況 0500 廃アルカリ 11（神戸）

有 償 物 量 ⑩のうち
再生利用業者への

処理委託量
自ら直接

再生利用した量
自ら中間処理した後

再生利用した量
不要物等発生量

0 0 10
排出量

69J050 1016
（
第

２
面

）



　（産業廃棄物の種類 ： ）  事業者コード： 地域コード：

 （事業者コード(28Jで始まる全10桁コード)が不明の場合、事業所名称を記入ください。）

→
② ⑧ ⑫

（単位：ｔ） →
①

→
③

⑨

↑ ⑬
→ →

④ ⑥
↓

→
⑤ ⑦

⑭
→ →

→ ⑩
自社処理を行わずに直接委託処理した量（⑯＋⑰） ↓

<参考> →

→ ⑯ → ⑱
⑪ ⑮

↓ ↓

⑳
→ ⑰ ⑲

計画の実施状況 0400 廃酸 11（神戸）

有 償 物 量 ⑩のうち
再生利用業者への

処理委託量
自ら直接

再生利用した量
自ら中間処理した後

再生利用した量
不要物等発生量

0 0 0.003
排出量

69J050 1016

0.003
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
0 ⑩のうち

熱回収認定業者への
処理委託量0

項目 実績値

 ① 排出量 0
自ら

中間処理した量

 ⑤ 自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理

により減量した量

⑩のうち
熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

 ⑦ 自ら中間処理により
   減量した量

0
0 0 直接及び

自ら中間処理した後の
処理委託量

 ③＋⑨ 自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

0 0

0

 ②＋⑧ 自ら再生利用
   を行った量

0 0 0

自ら中間処理した
後の残さ量

0.003

 ⑩ 全処理委託量 0 0.003

 ⑪ 優良認定処理業者への処
理委託量

0
直接

中間処理委託量
直接委託

中間処理後の残さ量

⑩のうち
優良認定処理業者へ

の

処理委託量

0

⑩のうち
最終処分した量

委託中間処理後の再生利用量（⑱-⑲）： 0.0002

 ⑫ 再生利用業者への
   処理委託量

0
0.003 0.0002

 ⑬ 熱回収認定業者への
   処理委託量

 ⑭ 熱回収認定業者以外の熱
回収を行う業者への処理委託
量

0
直接

最終処分委託量
直接委託中間処理後

の最終処分量

0 0

0

（
第

２
面

）



　（産業廃棄物の種類 ： ）  事業者コード： 地域コード：

 （事業者コード(28Jで始まる全10桁コード)が不明の場合、事業所名称を記入ください。）

→
② ⑧ ⑫

（単位：ｔ） →
①

→
③

⑨

↑ ⑬
→ →

④ ⑥
↓

→
⑤ ⑦

⑭
→ →

→ ⑩
自社処理を行わずに直接委託処理した量（⑯＋⑰） ↓

<参考> →

→ ⑯ → ⑱
⑪ ⑮

↓ ↓

⑳
→ ⑰ ⑲

計画の実施状況 0300 廃油 11（神戸）

有 償 物 量 ⑩のうち
再生利用業者への

処理委託量
自ら直接

再生利用した量
自ら中間処理した後

再生利用した量
不要物等発生量

0 0 0.91
排出量

69J050 1016

0.91
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
0 ⑩のうち

熱回収認定業者への
処理委託量0

項目 実績値

 ① 排出量 0.91
自ら

中間処理した量

 ⑤ 自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理

により減量した量

⑩のうち
熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

 ⑦ 自ら中間処理により
   減量した量

0
0 0 直接及び

自ら中間処理した後の
処理委託量

 ③＋⑨ 自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

0 0

0

 ②＋⑧ 自ら再生利用
   を行った量

0 0 0

自ら中間処理した
後の残さ量

0.07

 ⑩ 全処理委託量 0.91 0.91

 ⑪ 優良認定処理業者への処
理委託量

0.07
直接

中間処理委託量
直接委託

中間処理後の残さ量

⑩のうち
優良認定処理業者へ

の

処理委託量

0

⑩のうち
最終処分した量

委託中間処理後の再生利用量（⑱-⑲）： 0.84

 ⑫ 再生利用業者への
   処理委託量

0.91
0.91 0.84

 ⑬ 熱回収認定業者への
   処理委託量

 ⑭ 熱回収認定業者以外の熱
回収を行う業者への処理委託
量

0
直接

最終処分委託量
直接委託中間処理後

の最終処分量

0 0

0

（
第

２
面

）



　（産業廃棄物の種類 ： ）  事業者コード： 地域コード：

 （事業者コード(28Jで始まる全10桁コード)が不明の場合、事業所名称を記入ください。）

→
② ⑧ ⑫

（単位：ｔ） →
①

→
③

⑨

↑ ⑬
→ →

④ ⑥
↓

→
⑤ ⑦

⑭
→ →

→ ⑩
自社処理を行わずに直接委託処理した量（⑯＋⑰） ↓

<参考> →

→ ⑯ → ⑱
⑪ ⑮

↓ ↓

⑳
→ ⑰ ⑲

計画の実施状況 2200 管理型混合廃棄物 11（神戸）

有 償 物 量 ⑩のうち
再生利用業者への

処理委託量
自ら直接

再生利用した量
自ら中間処理した後

再生利用した量
不要物等発生量

0 0 0
排出量

69J050 1016

2
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
0 ⑩のうち

熱回収認定業者への
処理委託量0

項目 実績値

 ① 排出量 2
自ら

中間処理した量

 ⑤ 自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理

により減量した量

⑩のうち
熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

 ⑦ 自ら中間処理により
   減量した量

0
0 0 直接及び

自ら中間処理した後の
処理委託量

 ③＋⑨ 自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

0 0

2

 ②＋⑧ 自ら再生利用
   を行った量

0 0 0

自ら中間処理した
後の残さ量

2

 ⑩ 全処理委託量 2 2

 ⑪ 優良認定処理業者への処
理委託量

2
直接

中間処理委託量
直接委託

中間処理後の残さ量

⑩のうち
優良認定処理業者へ

の

処理委託量

0

⑩のうち
最終処分した量

委託中間処理後の再生利用量（⑱-⑲）： 2

 ⑫ 再生利用業者への
   処理委託量

0
2 2

 ⑬ 熱回収認定業者への
   処理委託量

 ⑭ 熱回収認定業者以外の熱
回収を行う業者への処理委託
量

0
直接

最終処分委託量
直接委託中間処理後

の最終処分量

0 0

2

（
第

２
面

）



　（産業廃棄物の種類 ： ）  事業者コード： 地域コード：

 （事業者コード(28Jで始まる全10桁コード)が不明の場合、事業所名称を記入ください。）

→
② ⑧ ⑫

（単位：ｔ） →
①

→
③

⑨

↑ ⑬
→ →

④ ⑥
↓

→
⑤ ⑦

⑭
→ →

→ ⑩
自社処理を行わずに直接委託処理した量（⑯＋⑰） ↓

<参考> →

→ ⑯ → ⑱
⑪ ⑮

↓ ↓

⑳
→ ⑰ ⑲

計画の実施状況 2500 水銀使用製品産業廃棄物 11（神戸）

有 償 物 量 ⑩のうち
再生利用業者への

処理委託量
自ら直接

再生利用した量
自ら中間処理した後

再生利用した量
不要物等発生量

0 0 0.00
排出量

69J050 1016

0.00
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
0 ⑩のうち

熱回収認定業者への
処理委託量0

項目 実績値

 ① 排出量 0
自ら

中間処理した量

 ⑤ 自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理

により減量した量

⑩のうち
熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

 ⑦ 自ら中間処理により
   減量した量

0
0 0 直接及び

自ら中間処理した後の
処理委託量

 ③＋⑨ 自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

0 0

0

 ②＋⑧ 自ら再生利用
   を行った量

0 0 0

自ら中間処理した
後の残さ量

0.00

 ⑩ 全処理委託量 0 0.00

 ⑪ 優良認定処理業者への処
理委託量

0
直接

中間処理委託量
直接委託

中間処理後の残さ量

⑩のうち
優良認定処理業者へ

の

処理委託量

0

⑩のうち
最終処分した量

委託中間処理後の再生利用量（⑱-⑲）： 0.00

 ⑫ 再生利用業者への
   処理委託量

0
0.00 0.00

 ⑬ 熱回収認定業者への
   処理委託量

 ⑭ 熱回収認定業者以外の熱
回収を行う業者への処理委託
量

0
直接

最終処分委託量
直接委託中間処理後

の最終処分量

0 0

0

（
第

２
面

）



　（産業廃棄物の種類 ： ）  事業者コード： 地域コード：

 （事業者コード(28Jで始まる全10桁コード)が不明の場合、事業所名称を記入ください。）

→
② ⑧ ⑫

（単位：ｔ） →
①

→
③

⑨

↑ ⑬
→ →

④ ⑥
↓

→
⑤ ⑦

⑭
→ →

→ ⑩
自社処理を行わずに直接委託処理した量（⑯＋⑰） ↓

<参考> →

→ ⑯ → ⑱
⑪ ⑮

↓ ↓

⑳
→ ⑰ ⑲

計画の実施状況 3500 廃電池類 11（神戸）

有 償 物 量 ⑩のうち
再生利用業者への

処理委託量
自ら直接

再生利用した量
自ら中間処理した後

再生利用した量
不要物等発生量

0 0 0.00
排出量

69J050 1016

0.00
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
0 ⑩のうち

熱回収認定業者への
処理委託量0

項目 実績値

 ① 排出量 0
自ら

中間処理した量

 ⑤ 自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理

により減量した量

⑩のうち
熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

 ⑦ 自ら中間処理により
   減量した量

0
0 0 直接及び

自ら中間処理した後の
処理委託量

 ③＋⑨ 自ら埋立処分又は海
洋投入処分を行った量

0 0

0

 ②＋⑧ 自ら再生利用
   を行った量

0 0 0

自ら中間処理した
後の残さ量

0

 ⑩ 全処理委託量 0 0.00

 ⑪ 優良認定処理業者への処
理委託量

0
直接

中間処理委託量
直接委託

中間処理後の残さ量

⑩のうち
優良認定処理業者へ

の

処理委託量

0

⑩のうち
最終処分した量

委託中間処理後の再生利用量（⑱-⑲）： 0.00

 ⑫ 再生利用業者への
   処理委託量

0
0.00 0.00

 ⑬ 熱回収認定業者への
   処理委託量

 ⑭ 熱回収認定業者以外の熱
回収を行う業者への処理委託
量

0
直接

最終処分委託量
直接委託中間処理後

の最終処分量

0 0

0

（
第

２
面

）
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廃棄物報告入力ﾃﾞｰﾀｰ表(2024年度実績）

前年工場保管 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 工場保管 小計 合計 報告時数量

㈱木村（不燃物） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 910 910 910 最終処分：姫路環境開発

大栄環境(ヘルメット・安全靴等) 0 0 0 0 0 0 1,500 0 0 0 0 0 1,500 1,500

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ(単位：kg） 瓶ﾎﾟﾘｷｬｯﾌﾟ(大豊化学) 8,418 4,755 8,268 7,101 9,460 8,893 6,944 8,996 4,625 9,931 6,898 6,987 91,276
香料ﾎﾟﾘ容器（大豊化学） 70 110 0 110 90 50 50 50 60 50 120 0 760
ﾍﾟｰﾙ缶（大豊化学） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 90
廃ﾌﾟﾗ・汚れﾌｨﾙﾑ（大栄環境） 1,170 1,120 1,190 1,180 1,070 1,030 1,020 990 970 940 1,040 1,030 12,750 12,750
廃ﾌﾟﾗ（ﾘｳﾞｧｯｸｽ）(※製品廃棄分） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
廃ﾌﾟﾗ（ﾘｳﾞｧｯｸｽ(ﾂﾈｲｼｶﾑﾃｯｸｽ)）(※ｺﾞﾑ類） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ﾗｯﾌﾟﾌｨﾙﾑ　　　 (東商店) 0 1,060 0 1,270 0 1,160 1,220 0 980 0 940 0 6,630 6,630

0
断熱材（東商店） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

廃電気機械器具 廃OA機器類（日野金属）有価分 0 0 0 0 0 0 1,544 0 0 0 0 743 2,287 2,287
廃OA機器類（日野金属） 0 0 0 0 0 0 80 0 0 0 0 18 98 98

排水処理汚泥(単位：ｔ） 計算値 280 386 289 482 197 251 238 215 361 167 204 262 3,332 3,332
計算式 （脱水汚泥×（100-含水率）/100）／（MLSS×1.1×10

ｰ3
）

※3次処理ｽｶﾑ汚泥混合のため、返送MLSSの1.1倍とする
返送MLSS 6524 6282 6247 6357 6129 6904 7519 8311 6552 6252 7431 8495 83,003
ｸﾞﾘｰﾝｻﾌﾟﾗｲｽﾞ→神戸ｸﾞﾘｰﾝ 0
ﾘｳﾞｧｯｸｽ 8,900 11,990 9,040 15,300 6,020 8,910 8,920 9,170 12,590 6,010 8,670 11,810 117,330
大栄環境(脱水汚泥) 0

0
含水率 77.4 77.7 78.1 78.0 77.9 78.6 77.9 78.5 79.3 80.9 80.8 79.3 78.7

廃試薬等汚泥 ジャパンウェイスト 0 0 335 0 0 0 0 0 0 0 0 0 335 335
ﾋﾟｯﾄ汚泥(用水逆洗水槽） ﾀﾞｲｾｷ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
汚泥　(製品廃棄） ﾘｳﾞｧｯｸｽ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
汚泥(土砂) ハーモニックス・ハーモセレ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
動植物残さ ｽｸﾘｰﾝｺﾞﾐ（大栄環境） 0 0 2,090 0 0 0 2,120 0 0 0 0 2,190 0 0 6,400 6,400
廃油 ﾀﾞｲｼﾝ 0 0 0 0 0 0 400 0 0 0 0 440 840

ジャパンウェイスト(※廃試薬） 0 0 0 0 0 70 0 0 0 0 0 0 70
ｶﾞﾗｽ 石塚ｶﾞﾗｽ（割れ瓶） 0 0 0 0 0 0 980 0 0 0 0 0 0 0 980

石塚ｶﾞﾗｽ(スレ瓶） 10,489 0 8,934 8,294 12,869 9,979 7,171 7,703 11,150 7,059 8,467 5,750 97,865
昌平ｶﾞﾗｽ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

金属くず ｱﾙﾐ、ｽﾃﾝﾚｽ類(東商店） 0 0 1,420 0 0 0 470 0 0 0 1,120 0 3,010
鉄くず(東商店) 0 0 2,570 0 0 0 1,650 1,660 0 0 1,140 0 7,020

（ﾄﾞﾗﾑ缶重量：19kg/個) ﾌﾟﾚｽﾄﾞﾗﾑ缶、一斗缶（東商店） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
（一斗缶重量：1kg/個) 0
木屑 東商店(木くず） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
廃ｱﾙｶﾘ ﾀﾞｲｾｷ、ジャパンウェイスト 0 0 19 0 0 0 0 0 0 0 0 10,040 10,059 10,059 ダイセキ： 10,040 ジャパンウェイスト： 19

ﾀﾞｲｾｷ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ﾘｳﾞｧｯｸｽ  (※製品廃棄分） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ジャパンウェイスト (※廃試薬) 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
被膜シート有　（浜田） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
被膜シート無　（浜田） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

廃電池 浜田 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

《2024年度統計》

（種　類）

（発生量） 3,332 ｔ 6.4 ｔ 0.9 ｔ 2 ｔ 10 ｔ 10 ｔ 13 ｔ 0.003 ｔ 0 ｔ 0.34 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.1 ｔ 0.0

（種　類） 合計(ｔ)

（発生量） 3,226 ｔ 2.7 ｔ 1.0 ｔ 3 ｔ 0 ｔ 0 ｔ 13 ｔ 0.04 ｔ 1 ｔ 0.78 ｔ 0.1 ｔ 0.01 ｔ 0.2 ｔ 3,248
(中間処理による減量化計画） 3,110 ｔ － ｔ － ｔ － ｔ － ｔ 0 ｔ － ｔ 0 ｔ － ｔ － ｔ － ｔ － ｔ － ｔ 3,110

《排水処理汚泥業者ごとの内訳》

排水処理汚泥 0.335 t 3332 t t 3332 t
脱水汚泥 0 t 117 t 0 t 117 t 再生資源利用促進調査・予測結果報告書

産業廃棄物の発生量（t／年）
小数点の都合上、排水処理汚泥量を 3332 とする 3,375

MEG

廃電気機械器具

去年度項目無しの為「－」とす
る。

ジャパンウェイスト リヴァックス 大栄環境 合計

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 廃酸 ピット汚泥 廃試薬等汚泥 水銀使用製品産業廃棄物 廃電池

廃電池 廃電気機械器具 土砂(総合排水)

2024年度産業廃棄物目標

排水処理汚泥 動植物性残さ 廃油 管理型混合廃棄物 金属くず 廃ｱﾙｶﾘ

廃ｱﾙｶﾘ 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 廃酸 ピット汚泥
その他汚泥

(廃試薬・製品廃棄・原料廃棄）
水銀使用製品産業廃棄物

廃蛍光灯 0

　2024年度産業廃棄物発生量
排水処理汚泥 動植物性残さ 廃油 管理型混合廃棄物 金属くず

廃酸 3

910

98,845
98845kg

専ら品の為報告数量０とする。
合計はスレ瓶を含んだ値。

10,030
10030kg

報告書記載量は有価物を除いた値ですべて有価
物にあたるので０とする。

0

雪メグは報告対象外。

引抜汚泥濃度平均 7,609 ppm

返送MLSS平均　6,917

脱水汚泥(単位：kg）

117,330

2024年度含水率
78.7 %

名称 備考

管理型混合廃棄物（廃プラ・
木屑・紙屑・金属屑・ガラス

屑）
2,410

報告時数量は有価物を除いた値。

92,126

12750kg
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《2024年度実績》

※動植物性残さ：昨年工場保管分0.38ｔ含む。
※排水処理汚泥：自社で脱水してる。
※廃アルカリ：2016年度（H28年度）～自社の排水処理にてPH調整し、処分。（2016年廃棄洗剤タンク新設）
　　　　　　　　　報告対象は、ﾏﾆﾌｪｽﾄ伝票発行したものの為、通常は報告数量０tとなる。　　　　　
　　　　　　　　　例外として処理業者へ排出する際は、自社で中和し、　㈱ﾀﾞｲｾｷにてｴﾏﾙｼﾞｮﾝ燃料化し、再利用。　　　　
※廃酸：酸洗剤も廃ｱﾙｶﾘと同様、2016年度（H28年度）～自社の排水処理にてPH調整し、処分。
　　　　　　　　　例外として処理業者へ排出する際は、自社でPH調整後、処理業者（㈱ﾀﾞｲｾｷ）へ。　　　
※廃酸：廃棄乳は、自社でPH調整せず、処理業者（ﾘｳﾞｧｯｸｽ）へ。
※管理型混合廃棄物：不燃物。（内訳：廃プラ・木屑・紙屑・金属屑・ガラス屑）
　 2020年6月報告より廃棄物の種類を「廃プラ」→「管理型混合廃棄物」に変更。
※水銀使用製品産業廃棄物：廃蛍光灯。

ｔｔ 2 ｔ 0.10 ｔ 0.00ｔ 0.34 ｔ 0.00 ｔ 0.00ｔ 13 ｔ 0.003 ｔ 0.0ｔ 69 ｔ 10 ｔ 10

0 ｔ 0 ｔ

⑧直接委託及び自己処理後
委託処分量

117 ｔ 6.40 ｔ 0.9

0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ

ｔ

⑦自己中間処理後自己埋立
処分又は海洋投入量

0 ｔ 0.0 ｔ 0.0 ｔ 0 ｔ

ｔ 0 ｔ 0 ｔ 0ｔ 0 ｔ 00 ｔ 0 ｔ 0ｔ 0 ｔ 0 ｔ 0

ｔ

⑥自己中間処理後再生利用
量

0 ｔ 0.0 ｔ 0.0

0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ0 ｔ

ｔ 0ｔ

ｔ

ｔ

⑤自己中間処理残さ量 117 ｔ 0.0 ｔ 0.0 ｔ 0 ｔ

ｔ 0 ｔ 0 ｔ 0ｔ 0 ｔ 0

0 ｔ 0

ｔ 0 ｔ 0 ｔ 0

0 ｔ 0

ｔ

ｔ 0ｔ 0 ｔ 0 ｔ 0

0

0 ｔ 0 ｔ

④自己中間処理量 3,332 ｔ 0.0 ｔ 0.0

0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ0

0

0 ｔ 0 ｔ

ｔ

③自己直接埋立処分又は海
洋投入量

0 ｔ 0.0 ｔ 0.0 ｔ 0 ｔ

ｔ 0 ｔ 0 ｔ 0ｔ 0 ｔ

ｔ 2 ｔ0.003 ｔ 0.0 ｔ 0.34 ｔ

②自己直接再生利用量 0 ｔ 0.0 ｔ 0.0

0.00 ｔ 0.0010 ｔ

ｔ 0ｔ 0 ｔ 0 ｔ 0ｔ 0 ｔ 0 ｔ

10 ｔ 13 ｔ

土砂

①産業廃棄物発生量 3,332 ｔ 6.40 ｔ 0.9 ｔ 69 ｔ

ﾋﾟｯﾄ汚泥

その他汚泥
(廃試薬・製
品廃棄・原
料廃棄）

水銀使用製品
産業廃棄物 廃電池

管理型混
合廃棄物

廃電気機械器具

0.10 ｔ 0.00 ｔ

排水処理汚泥 動植物性残さ 廃油 ｶﾞﾗｽくず 金属くず 廃ｱﾙｶﾘ 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 廃酸



（第３面）

　備考

1 　翌年度の６月３０日までに提出すること。

2 　「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 　「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載した
目標値を記入すること。

4 　第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、（１）から（１４）に掲げ
る量を記入すること。

（１） ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

（２） ②欄 （１）の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

（３） ③欄 （１）の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

（４） ④欄 （１）の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

（５） ⑤欄 （４）の量のうち、熱回収を行った量

（６） ⑥欄 自ら中間処理をした後の量

（７） ⑦欄 （４）の量から（６）の量を差し引いた量

（８） ⑧欄 （６）の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

（９） ⑨欄 （６）の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

（１０） ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

（１１） ⑪欄 （１０）の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令
第６条の１１第２号に該当する者）への処理委託量

（１２） ⑫欄 （１０）の量のうち、処理業者への再生利用委託量

（１３） ⑬欄 （１０）の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律
第１５条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

（１４） ⑭欄 （１０）の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への
焼却処理委託量

5 　第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を
記入すること。

6 　産業廃棄物の種類が２以上あるときには、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業
廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 　※欄は記入しないこと。



1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 

A B C D E F 
産業廃棄物優良事業所による処分量

2024 年度実績
業者名 廃棄物分類 処分量 単位

大栄環境㈱ 廃ﾌﾟﾗ 12.75 ｔ
動植残渣 6.4 ｔ
管理型混合廃棄物 1.5 t
脱水汚泥 0 ｔ

リヴァックス(ダイセキ） 廃ｱﾙｶﾘ 10 ｔ
廃酸 0 ｔ
ﾋﾟｯﾄ汚泥 0 ｔ

リヴァックス 汚泥(土砂） 0 ｔ
廃酸(※製品廃棄） 0 ｔ
廃ﾌﾟﾗ(※製品廃棄） 0 ｔ
汚泥(※製品廃棄） 0 ｔ
脱水汚泥 117.33 t

リヴァックス(ﾂﾈｲｼｶﾑﾃｯｸｽ） 廃ﾌﾟﾗ(※ｺﾞﾑ類） 0 ｔ
木村（姫路環境開発） 不燃物 0.91 ｔ
浜田 廃蛍光灯 0.00 ｔ
浜田（野村興産） 廃電池 0.00 ｔ
日野金属産業 廃OA機器類 0.10 ｔ
アサヒプリテック 廃試薬等汚泥 0.34 ｔ

廃油 0.07 ｔ
廃酸 0.003 ｔ

149.46 ｔ合計



【年度末（3月）の計量について】

工場内保管分の計量（以下３項目）

180ml×40本 100ml×20本 200ml×20本 180ml×40本 100ml×20本 200ml×20本 1．ｽｸﾘｰﾝ残渣（大栄環境）　ﾄﾞﾗﾑ缶にて保管

1本141g 1本120g 1本192g 保管場所 計量(kg) リフト重量(kg) ﾊﾟﾚｯﾄ重量(kg) 廃棄量(kg)

4月 1584 648 0 8933760 1555200 0 10489 ﾌﾞﾛｱｰ室前 1830 1830 20 -20

5月 0 0 0 0 0 0 0

6月 1584 0 0 8933760 0 0 8934

7月 0 3456 0 0 8294400 0 8294

8月 2052 540 0 11573280 1296000 0 12869 合計 -20

9月 1080 1620 0 6091200 3888000 0 9979

10月 720 1296 0 4060800 3110400 0 7171

11月 1044 756 0 5888160 1814400 0 7703 2．ｶﾞﾗｽ（石塚硝子）　　ﾊﾞｯｶﾝにて保管

12月 828 2700 0 4669920 6480000 0 11150 保管場所 計量(kg) リフト重量(kg) ﾊﾞｯｶﾝ重量(kg)廃棄量(kg)

1月 792 1080 0 4466880 2592000 0 7059 醗酵棟裏

2月 720 1836 0 4060800 4406400 0 8467 受瓶横 3840 3180 150 510

3月 468 1296 0 2639520 3110400 0 5750 洗瓶前 3840 3180 150 510

合計 10872 15228 0 61318080 36547200 0 合計 1020

61318.1kg 36547.2kg 0kg

t 3．ｶﾞﾗｽ（昌平）　　ﾄﾞﾗﾑ缶にて保管
計量(kg) リフト重量(kg) ﾊﾟﾚｯﾄ重量(kg) 廃棄量(kg)

※総務課松岡氏に資料をもらってスレ瓶（C/S）を入力し、スレ瓶(g)を算出。 白ビン 3250 3180 20 50
茶ビン 3240 3180 20 40
青ビン 3220 3180 20 20
合計 110

ここから4/25 4．電池（浜田）　　ｺﾝﾃﾅｹｰｽにて保管
計量(kg) リフト重量(kg) ﾊﾟﾚｯﾄ重量(kg) 廃棄量(kg)

電池 44.3
合計 44.3

5．蛍光灯（浜田）　　ﾄﾞﾗﾑ缶にて保管
本数（本） 廃棄量(kg)

蛍光灯（被膜有） 398 79.6
蛍光灯（被膜無） 91 18.2
合計 97.8

※ドラム缶重量は不明の為、ｽｸﾘｰﾝ残渣とｶﾞﾗｽ（昌平）は廃棄量に含まれている。

0.2

【2024年度　石塚硝子（スレ瓶）】 計量日：　2022/3/31

2024
年度

スレ瓶（C/S） スレ瓶（g）

合計（kg）

97865.3kg
合計(kg)

総合計（ｔ） 97.865

1本当たりの重量（kg)



種　　　　　類 廃棄物の名称 確定数量
（ｋｇ）

中間処理場 中間処理方法 中間処理後
の重量(ｋｇ）

処理後の再利
用用途

最終処分場 最終処分場での利
用用途

汚泥（廃試薬） 0.073 ｱｻﾋﾌﾞﾘﾃｯｸ北九州工場 焼却 0.0 ひびき灘開発㈱
(福岡県北九州市）

埋立(管理型)

汚泥 335.000 ｱｻﾋﾌﾞﾘﾃｯｸ北九州工場 焼却 70.4 ー ー

特廃油（廃試薬） 0.000 ｱｻﾋﾌﾞﾘﾃｯｸ北九州工場 焼却 0.0 ひびき灘開発㈱
(福岡県北九州市）

埋立(管理型)

特廃油 0.000 ｱｻﾋﾌﾞﾘﾃｯｸ北九州工場 焼却 0.0 ー ー

廃油（廃試薬） 0.100 ｱｻﾋﾌﾞﾘﾃｯｸ北九州工場 焼却 0.0 ー ー

廃油 0.000 ｱｻﾋﾌﾞﾘﾃｯｸ北九州工場 焼却 0.0 ー ー

特廃酸（廃試薬） 3.001 ｱｻﾋﾌﾞﾘﾃｯｸ北九州工場 中和 3.0 ひびき灘開発㈱
(福岡県北九州市）

埋立(管理型)

特廃酸 0.000 ｱｻﾋﾌﾞﾘﾃｯｸ㈱神戸工場 中和 0.0 住友大阪セメント㈱
(兵庫県赤穂市）

0400 廃酸 廃酸（廃試薬） 0.000 ｱｻﾋﾌﾞﾘﾃｯｸ北九州工場 焼却 0.0 ひびき灘開発㈱
(福岡県北九州市）

埋立(管理型)

㈱トクヤマ
（山口県周南市）

焼成・焼却
(セメント原料)

光和精鉱㈱
（福岡県北九州市）

焼却
(セメント原料他)

住友大阪セメント㈱
(兵庫県赤穂市）

光和精鉱㈱
（福岡県北九州市）

338.224合計

0.01

特汚泥有害クロム
（６価クロム化合物）

0.000 ｱｻﾋﾌﾞﾘﾃｯｸ㈱神戸工場 その他
中間処理

0.00

7426
汚泥（基準値を超える有害

        物質を含むもの）

特汚泥有害
（シアン化合物）

0.050 ｱｻﾋﾌﾞﾘﾃｯｸ㈱神戸工場 その他
中間処理

ー

ｱｻﾋﾌﾞﾘﾃｯｸ北九州工場 焼却 0.00 ー

ｱｻﾋﾌﾞﾘﾃｯｸ北九州工場 焼却 0.00 ー0.000

特廃油有害（廃試薬）
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

0.000

6/24　アサヒプリテック㈱引取り (廃試薬類)

0200 汚泥（泥状のもの）

7000 燃えやすい廃油

0300 廃油

7100 ｐH2.0以下の廃酸

7425 廃油（基準値を超える有害
        物質を含むもの）

特廃油有害（廃試薬）
1・1・1－ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

ー


